






　1282 年に地中海の中心で発生したシチリアの晩禱事件 1 とそれを取り巻く政治情勢は、まさに
そうしたネットワーク上で、ヒト・モノ・情報の動きと密接に関わりながら、同時代の人々、あ



























1-1. イタリア南部問題 Questione Meridionale
　中世後期シチリア王国、すなわちイタリア半島南部の歴史を紐解く時、それはイタリアが
統一される前後の、19 世紀に行われた歴史叙述まで遡る必要があるだろう。まさにそこに A. 
















の端緒となった重要な論考は、1802 年に R. Gregorio によって提示された『シチリアの歴史に関
する考察 — ノルマンから現代まで』である 4。同論考では、14 世紀から 15 世紀の年代記作者 
2　Lucy Riall, Sicily and the Unification of Italy: Liberal Policy and Local Power, 1859-1866, Oxford, 1998, ff. 8
を参照。
3　イタリアにおける「二重構造主義」は、イタリアの歴史経済学において度々議論を引き起こした大問題で
ある。とりわけ経済的な二重構造 Dualismo economico としてイタリア半島を南部と中北部で線引きし、個々
別々に抱える経済状況とその歴史的背景を探る研究がなされてきた。中世の「二重構造主義」に関して、ロ
ンドンの政治経済学校 London School of Economics and Politics Science のために記された Stephan Robert 
Epstein, "Dualismo economico, pluralismo istituzionale in Italia nel Rinascimento" in Revista d'Història 
Medieval, 6, pp. 63-77 では、同問題の概観を描き出す。また同様に Giuseppe Galasso, Il mezzogiorno nella 
storia d'Italia, Firenze, 1977 は通時的に南イタリアの歴史を描くことで、同問題の理解を明快にするものと言
えるだろう。
4　Rosario Gregorio, Considerazioni sopra la storia di Sicilia dai tempi normanni sino ai presenti, voll.3, 
Palermo, 1802 (reprint.1831-1833).
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シュタウフェン朝期（1130 年から 1250 年）のシチリア王国とアンジュー・アラゴン王朝期（1266
年以降）との間にある明暗によって描かれる。14 世紀から 15 世紀にかけてのシチリア王国に関
する行政構造を緻密に整理した P. Corrao は、自身の論考にて「シチリアの歴史への関心が、13
世紀を越えて持続しない」ことを嘆く 5。そこには、それぞれの時代で、前者の礼賛と後者の痛罵が、
歴史関心の濃淡として如実に表れているのである。1924 年に B. Croce が『ナポリ王国史』で南
イタリアの王国に関して強調したように、ノルマン人支配から皇帝フリードリヒ 2 世（シチリア







く知られていよう 9。さらにこれら両時代に共通して、Ch. H. ハスキンズの『12 世紀ルネサンス』
に見るように、異文化の交差路としての特徴が強調され、ノルマン・シュタウフェン治世が、文
5　Pietro Corrao, "Centri e periferie nelle monarchie meridionali del tardo medioevo. Note sul caso 
siciliano", in Origini dello Stato. Processi di formazione statale in Italia fra medioevo e età moderna, Quaderno 39, 




7　Benedetto Croce, Storia del regno di Napoli, Napoli, 1924.
8　高山博『中世シチリア王国史の研究』東京大学出版会、2017 年。
9　 神 聖 ロ ー マ 皇 帝 フ リ ー ド リ ヒ 2 世（ フ レ デ リ ク ス 2 世 ） に つ い て「 世 界 の 脅 威 」 と 呼 ん だ Iacob 
Burckhardt, Die Kultur der Renaissance in Italien. Ein Versuch, Basel, 1860 は あ ま り に 有 名 で あ る。 ま
た Francis J. Reynolds (ed.), "Frederick II", Collier's New Encyclopedia, New York, 1921; Ernst Hartwig 
Kantorowicz, Frederick the Second, 1194–1250, London, 1931; D. Abulafia, Frederick II: A Medieval Emperor, 












19 世紀のリソルジメントを牽引した政治家 M. Amari を挙げることができる。彼が記したシチリ
アの晩禱事件に関する著書『シチリア晩禱戦争の歴史』は、後に S. Runciman が紹介するよう
に、まさに民衆による王権への「革命」であり、外国人による王国支配への嫌悪感であった 12。
Amari 論考は、まさにその時間的な二重性の創出に一役買っていたのである。しかし同論考は、
そのリソルジメント期の政治的な背景に紐づく歴史叙述の手法から、F. Giunta をはじめとして、S. 





退」原因として見定め、議論が加速した。かつてダンテが『神曲』第 3 巻第 8 章でシャルル治世
を悪政 mala signoria として描き出したことは、この時代を研究対象とする多くの歴史家にその
印象を深く刻み込んだ 14。そうして、続く時代に訪れる王権の衰退と、それに並行する地方（有
力貴族や都市などのウニヴェルシタース）の台頭を論じていく土台が形成されていくのである。
10　Charles Homer Haskins, Renaissance of the Twelfth Century, Cambridge, 1927; 邦訳、野口洋二『十二世紀
ルネサンス』創文社、1985 年。
11　P. Corrao, op.cit., "Centri e periferie", p. 191.
12　Michele Amari, History of the War of the Sicilian Vespers, voll.1-3, London, 1850 はAmari の亡命先であっ
たイギリスで刊行された後、様々な言語で翻訳された。Steaven Runciman, The Sicilian Vespers. A History of 
the Mediterranean World in the Later Thirteenth Century, Cambridge, 1958; 邦訳、榊原勝、藤澤房俊『シチリア
の晩禱：13 世紀後半の地中海世界の歴史』太陽出版、2002 年。
13　Francesco Giunta, "La questione del Vespro dopo Amari", in M. Amari, La guerra del Vespro siciliano, a 
cura di F. Giunta, Palermo, 1969, pp. 543-560; Salvatore Tramontana, "Di alcune recenti pubblicazioni sulla 
storia di Sicilia, dal Vespro ai Martini (1955-1963)", in Nuova rivista storica, 48, 1964, pp. 369-378; Enrico 
Pispisa, "Il problema storico del Vespro", Medioevo meridionale. Studi e ricerche, Messina, 1994, pp. 219-241.








貴族の台頭となぞらえ議論を展開させた 15。1929 年に、F. Calasso が自身の論考の中で「自由を謳
歌する都市像」を指摘して以来、島王国史研究において「都市史」あるいは「貴族史」が盛んに
行われるようになったことは想像に難くないだろう 16。
　その後 20 世紀半ばには、13-14 世紀のシチリア王権が有していた土地や特権が、貴族や都市
によって分割されていく過程が克明に描写されるようになる。とりわけてパレルモの Società 
Siciliana per la Storia Patria を中心に編纂が進められてきた Archivio Storico Siciliano (ASS) のシ
リーズは、19 世紀末から今日までシチリア史研究を牽引してきた媒体である。同シリーズは、
その第二セクションである Archivio Storico per la Sicilia (ASpS) が 1936 年から 1941 年まで、第三
セクションが大戦後の 1946 年から 1970 年代まで、そして第四セクションが 1976 年から 2006 年
までと区切られている。第二セクションから第三セクションには、上述のように中世シチリア史
が辿る地域史への傾倒を垣間見ることができる。1937 年、第二セクションの第二巻では、アラ
ブ時代からの重要な港市の一つであった、南岸都市シャッカに関して G. Alessio が記し、G. La 
Mantia はフレデリクス 3 世 —La Mantia 自身はフェデリコ 2 世と題した論考において — の
発給証書による各都市と貴族への特権譲渡を指摘した 17。さらに同年に出版された A. De Stefano
の単著『中世の市民』も、王権に対置される地域的な市民像を説明している 18。第三セクション
に入り、1946 年から翌年にかけてその第一巻から第二巻に分割掲載された論考「シチリアにお
ける新たな土台、農業契約と封建的コムーネ」において C. A. Garufi はシラクーサ近郊のコムー
ネの一つであるフェルラの制度状況や特権を詳述する 19。加えて 1948 年に F. De Stefano は『11 世
紀から 19 世紀のシチリア史』の中で、かかる状況を通時的に概観した 20。さらにその翌年、都市
15　19 世紀から行われてきた都市権力の研究として、Raffaele Starrabba, "Documenti relative a un episodio 
delle guerre tra le fazioni latina e catalana ai tempi di Re Ludovico d'Aragona", in ASS, vol. 129, Palermo, 
1884; id, Consuetudini e privilegi della città di Messina, Messina, 1901 が知られている。Starrabba は自らの研
究に伴い膨大な文書を刊行し Archivio Storico Sicilano に掲載させている。
16　Francesco Calasso, La legislazione statuaria dell'Italia meridionale. I. Le basi storiche. Le libertà cittadine dalla 
fondazione del Regno all'epoca degli statuti, Roma, 1929.
17　Giovanni Alessio, "Sul nome di Sciacca", ASpS, vol. 2, 1936, pp. 1-12; Giuseppe La Mntia, "La Pandetta 
Sveve di gabelle regie di Palermo riconosciuta e descritta, e sua derivazione normanna", ASpS, vol. 1, 1935, 
pp.1-28; id. "Il testamento di Federico II aragonese, re di Sicilia", ASpS, vol. 2-3, 1938, pp. 13-55.
18　Antonino De Stefano, Civiltà Medievale, Palermo, 1937.
19　Carlo A. Garufi, "Patti Agrari e comuni feudali di nuova fondazione in Sicilia", pt. 1, in ASS III Serie, 
vol. 1, 1946, pp. 31-113. その第 4 章でフェルラの事例が扱われる。













歴史研究によって突き動かされていたのだが — によって生み出されていった。すでに 1909 年
に E. Jordan が、中世フランスの外国領土獲得を讃えて記した『イタリアにおけるアンジュー支
配の起源』では、教皇庁との連携の中で、いかにシャルルが領土を獲得し、地中海に「帝国」を
形成したかを説明する 22。かかる成果は、フランスのナショナリズムによって特徴づけられなが
らも、13-14 世紀のミレト司教 Saba Malaspina の年代記をもとに、教会の救世主としてのポジティ
ヴな像を描き出した 23。
　さらに再評価へと直接連なる系譜として、1891 年に出版された L. Cadier による制度史研究は
重要である 24。徐々に刊行された行政文書に基づく制度史研究によって、悪政と評されてきたア
21　Carmelo Trasselli, I privilegi di Messina e Trapani, Palermo, 1949.
22　Edoard Jordan, Les Origines de la Domination Angevine en Italie, Paris, 1909.
23　 当 該 時 代 を 記 し た 同 時 代 の 年 代 記 史 料 は Rerum Italicarum Scriptores, a cura di Ludovico Antonio 
Muratori, (RIS) vol. 9, 1726, "Sallae sive Sabae Malaspinae Rerum Sicularum Libri VI ab anno Christi 
MCCL usque ad annum MCCLXXVI"; RIS, vol. 13, 1728, "Historia Sicula a morte Friderici II imperatoris 
et Siciliae regis, hoc est ab anno MCCL, ad MCCXCIV deducta, auctore Bartholomaeo de Neocastro juris 
consulto messanensi"; Bibliotheca Scriptorum qui res in Sicilia gestas sub Aragonum Imperio Retulere, a cura 
di Rosario Gregorio, "Historiae Sabae Malaspinae Continuatio"; Ramon Muntaner, The Chronicle of Ramon 
Muntaner, trans. into English by Lady Goodenough, Cambridge, 2000; ペドロ 3 世治世を網羅した Bernat 
Desclot による年代記の英訳は Franc L. Critchlow, Chronicle of the Reign of King Peter III of Aragon, 1276-85, 
Princeton, 1928 が挙げられる。それら年代記史料に対する盲目的な信用を批判したのが、Jean Dunbabin, 
Charles I of Anjou: power kingship and State-making of Thirteenth Century Europe, London, 1998 であった。










　例えば 1951 年には G. Fasoli の「フリードリヒ２世時代におけるシチリアの封建制」が、また
1980 年には Tramontana が『シチリア史』に寄稿した「ノルマン侵入から晩禱（事件）までの
シチリア」といった論考が、フリードリヒ 2 世治世における王権の「衰退」— 続く時代にお
いて王権衰退の原因とされるようの貴族の台頭 — が指摘され、過度に強調された強固な中央
集権という認識を緩めてきた 26。また中世シチリア王国の税制に切り込んだ W. A. Percy の「『近











25　アンジュー朝シチリア王国の行政文書は、19 世紀から大戦前に、Camillo Minieri Riccio, Il Regno di Carlo 
I. di Angio Negli Anni 1271 e 1272, Napoli, 1875 をはじめとした断片的な刊行が進められた。しかし1945 年に
ドイツ軍によるナポリ空爆を受けて、保管されていた文書の多くを焼失した後は、ナポリでRiccardo Filangieri
が中心となりI Registri della Cancellaria Angioina が1950 年から今日まで全50 巻刊行されている。これらの文書
整理によって、13 世紀後半のシチリア史研究が進展したことに疑いの余地はない。
26　Gina Fasoli, "La feudalità siciliana nell'età di Federico II", Rivista di storia del diritto italiano, 24, 1951, 
pp.47-68; S. Tramontana, "La Sicilia dall'insediamento normanno al Vespro (1061-1282)" Storia della Sicilia, 
Pt. 3, 1980, p. 179-304.
27　William A. Percy, "The Earliest Revolution Against the "Modern State": Direct Taxation in Medieval 
Sicily and the Vespers", Italian Quarterly, vol. 22, 1981, pp. 69-83; Jean- Marie Martin, "Fiscalité et économie 
étatique dans le Royaume Angevin de Sicilie à la fin de XIIIe siécle", in L'état angevin pouvoir, culture et 
société entre XIIIe et XIVe siècle, Roma, 1998, pp. 601-648.













紀のいつから衰退は見られるのか、を論点に取り組んだ近年の研究として、C. R. Backman は、
アラゴン支配期の王権に焦点を当て、フレデリクス 3 世治世の半ば、1320 年代に区分線を設け、






れている。一つは、2008 年、G. L. Borghese の『シャルル・ダンジューと地中海』である。従来
の研究軸であった、二重構造主義への反駁を是とする動向から離れ、また衰退起源を探る動向か
らも距離を取り、同時代的にシャルルが行った政策、特にビザンツ帝国や北アフリカ（マグリブ）
との外交政策とその影響に関して精緻な調査と分析を行なった 33。また 2014 年に G. Galasso が編
んだ論文集である『イタリアの二重構造主義の起源 — アルタヴィッラからアンジォまでのシ
チリア王国とイタリア北部』の中で、F. P. Tocco がかかる問題を指摘し、警鐘を鳴らしている 34。
29　高山博「十二世紀シチリアにおけるノルマンの財務行政機構」『史学雑誌』92 編7 号1983 年、1-46 頁、同「十二
世紀ノルマン・シチリア王国の行政官僚」『史学雑誌』92 編12 号、1-46 頁。
30　Giosuè Musca (ed.), Le eredità normanno-sveve nell'età angioina: Persistenze e mutamenti nel Mezzogiorno, 
Atti delle quindicesime giornate normanno-sveve (Bari 22-25 ottobre 2002), Bari, 2004.
31　D. Abulafia, "Charles of Anjou reassessed" Journal of Medieval History, vol.26, 2000, pp. 93-114.
32　Clifford Backman, The Decline and Fall of Medieval Sicily : Politics, Religion, and Economy in the Reign of 
Frederick III, 1296-1337, Cambridge, 1995.
33　Gian Luca Borghese, Carlo I d'angiò e il mediterraneo ; politica, diplomazia e commercio internazionale prima 
dei vespri, Roma, 2008.
34　Francesco Paola Tocco, "Gli Angiò", in Giuseppe Galasso (ed.), Alle origini del dualismo italiano: Regno di 
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　加えて 1986 年、H. Bresc の『地中海世界、シチリアにおける経済と社会 1300-1500』に代表さ




















　Fardella 論考から議論を進め、1997 年に Corrao が論考「中心と周縁」において、「中央と地
方は対置されなければならないのか」という問いを投げ、複数の権力関係において、調停機能を
果たす王権像を提示した 37。その後 Corrao は、自らの主張を発展させる形で、2005 年の論考「政
Sicilia e Italia centro-settentrionale dagli Altavilla agli Angiò (1100-1350), Catanzaro, 2014, pp. 59-76. また本論
集の結びに据えられた G. Galasso, "Dualismo italiano", ibid., ff. 293 は、脚注 3 に加え、本稿が扱う二重構造
の問題点を明確にする上で重要な論考である。
35　Henri Bresc, Un monde Méditerranéen, économie et société en Sicile 1300-1500, 2 vols, Palermo, 1986; S. R. 
Epstein, An Island for itself: Economic Development and Social Change in Late Medieval Sicily, Cambridge, 1992.
36　Enrico Mozzarese Fardella, "L'aristocrazia siciliana nel secolo XIV e i suoi rapporti con le città 
demaniali: alla ricerca del potere", in Aristocrazia cittadina e ceti popolari nel tardo medioevo in Italia e 
Germania, Bologna, 1981, p. 177-193.





　「中心と周縁」が発表された翌年、かかる状況を指して B. Pasciuta は「多元主義論」
policentrismo を提唱し、王国内における複数権力の並立を軸とした議論を展開する。Pasciuta は、
複数権力併存の事例として、中央のクリアを中心とした司法機関と並ぶ司法権であったプレトリ





















38　P. Corrao, "Forme della negoziazione politica nel regno di Sicilia fra Trecento e Quattrocento", in 
Negociar en la Edad Media - Négocier au Moyen Âge, 2005, pp. 241-261; id. "Fra città e corte. circolazione dei 
ceti dirigenti nel regno di sicilia fra Trecento e Quattrocento", in Istituzioni politiche e giuridiche e strutture 
del potere politico ed economico nelle città dell’Europa mediterranea medievale e moderna, Messina, 1992, pp. 13-
42.
39　Beatrice Pasciuta, "Gerarchie e policentrismo nel Regno di Sicilia. L'esempio del Tribunale civile di 






理職Maestro Portulano」で、制度史の観点から扱っているが 40、港の行政や統治構造に関しては、A. 
B. Albanese らの先行研究を乗り越えるものではなかった。Albanese は、港湾管理の問題を財務
行政の問題として論じ、1958 年、ノルマン時代からの通時的な制度史研究である『シチリア王
国における国王財産管理人 Conservatore del Real Patrimonio 制度と財務行政機構』で、港湾管
理を担った役人 Magister portulanus が、王権から多大な特権を与えられ、独自の判断で港湾で
の交易を管理するようになったことを強調した 41。そこでは港湾行政が次第に王権のもとを離れ、
独立した行政機関へと性質を変えていくものとして理解されていく。港湾行政の王権からの自立





ける建築物とその利用を研究した V. Zorić の論考「港の鎖」は、港湾防衛において都市行政が果
たした役割が、王権のそれ以上に強調される 43。また 2009 年、社会史研究や考古学調査の成果を




40　P. Corrao, "L'ufficio del Maestro Portulano in Sicilia fra angioini e aragonesi", in La società mediterranea 
all'epoca del Vespro, Palermo, 1983, pp. 419-431.
41　Adelaide Baviera Albanese, L' istituzione dell'ufficio di Conservatore del Real patrimonio e gli organi 
finanziari del Regno di Sicilia nel sec.15, Palermo, 1958.
42　Riniero Zeno, "Il portulano e la sua giurisdizione nell'Italia Meridionale", in Studi di storia e diritto in 
onore di Enrico Besta per il xl anno del suo insegnamento, Milano, 1939, pp. 141-182.
43　Vladimir Zorić, "La catena portuale. Sulle difese passive dei porti prima e dopo l 'adozione 
generalizzata delle bocche da fuoco: Il caso di Palermo, con alcune noterelle di sua topografia storica" in 
Palermo Medievale: testi dell'VIII Colloquio medievale Palermo 26-27 aprile, Palermo, 1989, pp. 75-108.
44　H. Bresc and Ferdinand Maurici, "I castelli demaniali della Sicilia (secoli XIII-XV)", in Francesco Panero 
and Giuliano PintoCastelli e fortezze nelle città italiane e nei centri minori italiani (secoli XIII-XV), Cherasco, 
2002, pp. 271-317; F. Maurici, "Le difesa costiere della Sicilia", in J. M. Martin (ed.), Castrum 7. Zones côtières 









2-1. 地中海世界史の展開 —Braudel から Abulafia まで
　では、そうした海域の歴史はこれまでどのように研究されてきたのか。地中海世界史研究にお
いて、大戦前後の歴史学が我々に示したいくつかの研究の指針であったコロニアリズムやその反
省に基づくポスト・コロニアリズム、あるいは I. Wallerstein の『世界システム論』に基づく構
造化とその叙述は、多くの示唆と課題を我々に与えてきた 45。そしてそれ以上に、我々は数々の
論考から、この地中海世界が内に秘める魅力を学び知る。本節ではまず、中世の海域史研究の導
入として、地中海史の — あるいは地中海世界史の — 俯瞰図を描かんとした、いくつかの象
徴的な研究を追いかけたい。




体感」— そこにフランスの「我らが海」mare nostrum が意識されたか否かは別として — を
論じた。
　そうした Braudel 自身や彼の学統が、地中海世界の歴史研究を貶めたとして批判した挑戦的な
研究『腐敗しゆく海』が、N. Purcel や P. Horden らによって発表されたのは、Braudel の博士論
文『フェリペ 2 世時代の地中海と地中海世界』が発表されてから、半世紀が経過してからのこと
である 47。もちろん、その間にも多くの研究者が、Braudel の描いた地中海世界の修正を迫ってき
た。そうした中で、Purcel らは —Braudel の扱う時代よりも古い時代を扱うが、より一般化し
うる概念として「接続性」connectivity を提示しながら — ブローデルの学統によって描かれ
45　Immanuel Wallerstein, The Modern World-System: Capitalist Agriculture and the Origins of the European 
World-economy in the Sixteenth Century, New York, 1974.
46　Fernand Braudel, La Méditerranée et le Monde Méditerranéen à l'Epoque de Philippe II, Paris, 1949; 邦訳、浜
名優実『地中海』1-5 巻、藤原書店、1994 年。
47　Pelegrine Horden and Nicolas Purcel (eds.), The Corrupting Sea : a Study of Mediterranean History, 
Malden, 2000. ここで示された「多様性」と「接続性」に関する論争は、William V. Harris (ed), Rethinking 
the Mediterranean, Oxford, 2005 の諸論考を参照されたい。
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た画一的な地中海世界史が研究の閉塞状態を招いたことを批判し、地中海世界における「多様性」





　また Purcel らとは別に、「環境的要因」に過度な期待を示した Braudel への挑戦として、海域
の相互接続を重視するネットワーク論の立場から「ヒトの営み」を再評価した Abulafi が、2010
年に『偉大なる海』を発表した 49。同書は、地中海世界の歴史においてヒトが果たした功績、あ
るいはその行動を、紀元前 22,000 年から紀元後 2010 年までの長大な時間の中で検証している。









　そうした中で、海上でのヒトの営み、すなわち政治行為に注目を集めさせたのは、19 世紀末 A. T. 
Mahan によって発表された 20 冊の単著と 161 本の論文とその他の刊行物である。それらは、単
に海上の軍事研究というだけでなく、海の歴史叙述への展開を促した点において評価に論を俟た
ない 51。中でも最も有名な『マハン海上権力史論』は 50 回以上の増版と、少なくとも６カ国語以
上に翻訳され、世界的にも「シー・パワーの影響」を与えていった 52。しかしそれらが海軍を研
48　Esther Barbé and Anna Herranz-Surrallés (eds.), The Challenge of Differentiation in Euro-Mediterranean 
Relations: Flexible Regional Cooperation or Fragmentation, London and New York, 2012.
49　D. Abulafia, The Great Sea, a Human History of the Mediterranean, Cambridge, 2014. 
50　Special Lecture of D. Abulafia, "How to Write the History of Mediterranean" Tokyo, June, 2017; 
拙訳、デイヴィッド・アブラフィア特別講演「いかに地中海の歴史を書くか」『地中海学研究』 vol. 41、149-167
頁。
51　John B. Hattendorf and Lynn C. Hattendorf, A Bibliography of the Works of Alfred Thayer Mahan, 
Newport, 1990.




海技術、海戦戦術といった海軍史 naval history に収斂し、それらが海域史 maritime history と
して扱われてきたことは、Mariner's Mirror などの論誌を参照すれば容易に読み取れる。また近
年の海事史家 R. Harding の研究『近代海事史：議論と展望』に見るように、海域史と海軍史と
いう用語の境が曖昧な論調もまた、そこに示唆的である 53。
　さらに Mahan が提示した海上での政治権力の形成に関わる議論は、Mahan 自身が問題の対
象とした 1660 年代以降だけではなく、中世にまで遡り検証されることになる。2003 年に R. W. 
Unger と J. B. Hattendorf が組み上げた論集『中世とルネサンス時代の海上戦争』では、Mahan
の概念が中近世の地中海世界に持ち込まれ、多様な分析を生み出したことに言及する 54。同論
集は、中近世の海上における暴力に枠組みを与え、海での単純な暴力 maritime power と政治









置付けながらも、過大評価しない理由として、海軍史家 A. Lambert のコメントを挙げている。
ン海上権力史論』原書房、2008 年。
53　Richard Harding, Modern Naval History: Debates and Prospects, London, 2016; アブラフィア特別講演「い
かに地中海の歴史を書くか」 151 頁を参照。
54　John B. Hattendorf, "Introduction, Theories of Naval Power: A. T. Mahan and the Naval History of 
Medieval and Renaissance Europe" in  Richard W. Unger and John B. Hattendorf eds., War at Sea in the 
Middle Ages and the Renaissance, Woodbridge, 2003.
55　中近世における海戦史あるいは海上戦術史に関しては Susan Rose, "Islam Versus Christendom: The 
Naval Dimension, 1000-1600", The Journal of Military History, vol. 63, 1999, pp. 561-578; id. Medieval Naval 
Warfare, London, 2002; Lorence V. Mott, Sea Power in the Medieval Mediterranean: The Catalan-Aragonese Fleet 
in the War of the Sicilian Vespers, Miami, 2003; John Dotson, "Venice, Genoa and Control of the Seas in the 
Thirteenth and Fourteenth Centuries", in op. cit., War at Sea, pp. 119-136, 2003; Charles D. Stanton, "The 
War of the Sicilian Vespers: Angevin versus Aragonese Sea Power" in id. (ed.) Medieval Maritime Warfare, 
South Yorkshire, 2015, pp. 136-158; Antonio Musarra, 1284. La battaglia di Meloria, Roma-Bari, 2018.






中世のジェノヴァ海軍史研究を牽引する A. Musarra は、Abulafia の下で学びネットワーク論の





　2018 年 6 月 22 日から 23 日にかけて、ジェノヴァ大学の海事海軍史研究所 Laboratorio di 
Storia Marittima e Navale が主宰となり、シエナ大学で開催された研究集会「イタリアとその海」
において、N. Lavanca もまた、同集会での報告や近年の研究に、軍事史 storia militare が多くみ
られること、商業史や社会史といったいくつかの側面から海を捉える視点が欠けていることを嘆
き指摘していた。
　今日、海域の歴史研究は、海域のネットワーク論を想定する海域史 maritime history とこれま












　海上の覇権をめぐる議論において、1988 年に出版された J. H. Pryor の『地勢、技術、そして
57　D. アブラフィア「いかに地中海の歴史を書くか」、152 頁、2016 年ケンブリッジ大学で開催されたセミナー
でのコメントを紹介している。
58　Antonio Musarra, "La marina da guerra genovese nel tardo medioevo. In cerca d’un modello", Revista 
Universitaria de Historia Militar, vol. 6, 2017, p. 82.
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戦争 — 地中海における海域史の研究 649-1571』は、7 世紀から 16 世紀の長い時間に見られた、
地中海において「ヨーロッパ世界」が果たしてきた海上覇権の拡大を、ムスリムの動向に慎重な





クロな二重性と接合していた 61。『二つのイタリア』論と並行して、翌年 1978 年に E. Ashtor が発
表した「中世後期イタリア人による拡大の諸相」や 1981 年の「中世における中東の経済的後退」
では —Pryor 同様にムスリムによる海上航海が存続していたことに注意を払いながらも —
イタリア諸都市のマグリブ地域やレバント地域での覇権獲得について論じられてきた 62。加えて、
中世の商業を鳥瞰した R. S. Lopez の著作『中世の商業革命』は、いわゆるイタリア北中部都市
の地中海への進出を手がかりに、北中部イタリアの覇権拡大によるその二重性を端的に指摘した
のである 63。
　海域ネットワークに粘着していた二重構造を見直す、その顕著な転換点は、1991 年から 93 年
にかけて発表された前述の Epstein の『島の自力』や彼のいくつかの論文を通じて訪れた 64。彼は
大胆にも、同論考によって、従来システマティックに穀倉としての役割を与えられていた南イタ
リア、特にシチリア島王国の状況を、「後退」ではなく「独自的な発展」であるとし、再評価を
試みた。Epstein と Bresc との間にみる社会経済上の議論を観測した Abulafia は、Epstein によ
る挑戦を評価しながら、島王国内の経済が「外国人」からの需要に依存していた状況を重要視す
る立場をとりつつ、近現代の経済学によって記された用語から距離を取ることの必要性を指摘す
59　John H. Pryor, Geography, technology, and war: Studies in the maritime history of the Mediterranean, 649-
1571, New York, 1988.
60　D. Abulafia, "Talassocracies" in A Companion to Mediterranean History, Peregrine Horden and Sharon 
Kinoshita (eds.), West Sussex, 2014, p. 139-153.
61　D. Abulafia, op. cit., The Two Italies, Cambridge, 1977.
62　Eliyahu Ashtor, "Aspetti della espansione italiana nel basso medioevo", Rivista storica italiana, vol. 90, 
1978, pp. 5-29; id., "The economic decline of the Middle East during the later Middle Ages - an outline", 
Asian and African studies, vol. 15, 1981, pp. 253-286; id., Levant Trade in the Later Middle Ages, Princeton, 
1983.
63　Robert S. Lopez, The Commercial Revolution of the Middle Ages, 950-1350, Cambridge, 1971; 邦 訳、宮 松 浩
憲『中世の商業革命950-1350』法政大学出版局、2007 年、124 頁。
64　S. R. Epstein, op. cit., An Island for itself; id, "Town and Country: Economy and Institutions in Late 
Medieval Italy", The Economic History Review, vol.46, 1993, pp. 453-477; id, "Cities, regions and the late 












て、外国人をどれほど評価するかという点である。2000 年に発表された Corrao の論考「中世後
期シチリア都市における対外業務に従事する人々」では、主としてパレルモ市民から構成される














65　D. Abulafia, "Il Contesto mediterraneo e il primo disegno delle due Italie", in G. Galasso (ed.), op. cit., 
Alle origini del dualismo italiano, pp. 11-28.
66　Geo Pistarino, "Commercio e vie marittime di comunicazione all’epoca di Ruggero II", in Atti delle terze 
giornate normanno- sveve, Bari, 23-25 maggio 1977, Bari, 1979.
67　Mariaconcetta Basile, Una natio straniera nella Sicilia medievale e moderna. I privilegi del consolato di Genova 
e Palermo, Messina, 2007.
68　P. Corrao, "Uomini d'affari stranieri nelle città siciliane del tardo medioevo" Revista de Historia Medieval, 




視座を用意したのは、先の Corrao の 2000 年論考だけではない。北アフリカのマグリブ地域を
研究するイスラーム史の研究者であった。長きにわたり — 今日においても払拭されたとは言
い難いが — コロニアリズムの影がついて回ったマグリブ研究から、そうしたネットワーク論
への新しい論点が提起された。2014 年、モロッコからチュニジアにかけての沿岸地域を扱う D. 
Valérian は、『地中海史の指南書』に寄稿した論考「地中海世界」において、航路支配の重要性を、
従来「中継拠点」として扱われてきた側から描くことで、この二重構造に挑戦する 70。Valérian は



















70　Dominique Valérian, "The Medieval Mediterranean", in op. cit., A Companion to Mediterranean History, 
pp. 77-90.
71　Id. "Les marchands latins dans les ports musulmans méditerranéens : une minorité confinée dans 
des espaces communautaires?", Revue des Mondes Musulmans et de la Méditerranée, 2005, pp. 437-458; id., 
"L’essor de l’activité commerciale de la façade maritime du Maghreb aux XIIIe et XIVe siècles", Les ports et 
la navigation en Méditerranée au Moyen Âge, vol. 13, 2009, pp. 225-232.
72　D. Abulafia, "Il Contesto mediterraneo", op.cit., pp.27-28.
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が、時代区分によって分たれてしまった叙述を、さらにはその地政学的な状況から絶えず海域世
界との関係性の中に身を置き続けてきたことを、見つめ直す作業であると言えるだろう。
　しかし実際は、昨今の歴史研究が対象とする地域や時代、また領域が多岐に渡り、研究密度に
おける濃淡が、歴史学研究全体においてさえ、顕著に見られている状況である。本稿に紹介した
ように、南地中海世界、とりわけ南イタリアを対象とする歴史研究もまた、その歴史家が背負う
政治的背景や近現代のイタリアが負うところの経済的背景を伴って、その濃淡が歴然と現れる対
象だった。それでも、それらは徐々に見直され、「多様性」を軸とした認識に拠って立ち、研究
が増えているように思われる。そうした見直し作業は、地中海の海域史研究においてもまた同様
にみられる傾向であり、地域的な「システム論」との間合いを測りながら、日々議論を展開させ
ているのである。
　ともあれ、昨今注目される海域史研究の一つの視角として、相互接続の視点に重点を置く研究
領野においては、接続される先々に関する研究の深化は必要不可欠であると言えよう。その点に
おいて、Corrao 論考で嘆かれるように、研究者の不足は重大な問題と言えるが、本稿が、南イ
タリア史研究、引いては「南」地中海史研究の叩き台として、少しばかりかの貢献をもたらすこ
とを期待したい。
